
 

が
経
験
し
た
地
震
の
お
話
か
ら
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
万

一
の
際
の
備
え
な
ど
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
携
帯
電
話

が
使
え
な
く
な
っ
た
時
に
備
え
、
家
族
や
大
切
な
人
と
の
集

合
場
所
を
決
め
て
お
く
、
災
害
発
生
時
に
必
要
な
、
優
先
順

位
の
高
い
準
備
し
て
お
く
も
の
、
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
健
康
経
営
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田

中
咲
百
合
様
か
ら
「
そ
ん
な
不
調
に
は
こ
ん
な
対
策
！
結
局

聞
く
の
は
こ
れ
だ
！
」
と
題
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
食
事
の
効

率
的
な
疲
労
回
復
方
法
に
つ
い
て
、
手
軽
な
運
動
も
交
え
な

が
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
笑
い
声
も
あ
ふ
れ
る
楽
し
く
素
晴
ら

し
い
講
義
で
会
場
内
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
他
支
部
の
方
と
交

流
し
、
新
し
い
仲
間
を
つ
く
る
有
意
義
な
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
た
感
じ
で
先

生
の
ト
ー
ク
も
た
め
に
な
り
楽
し
か
っ
た
」
「
自
分
を
見
つ

け
直
す
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
他
の
人
に
も
参
加
を
勧
め

た
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
主
催
の
土
屋
美
穂
教
育

宣
伝
部
長
も
「
田
中
先
生
の
お
話
を
、
ぜ
ひ
普
段
の
生
活
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
久
し
ぶ
り
に
長
岡
と
新
潟

の
二
会
場
で
の
セ
ミ
ナ
ー
・
懇
親
会
の
開
催
が
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
喜
ば
し
く
、
今
後
も
組
合
員
の
生
活
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
な
研
修
会

を
開
催
し
て
い
き
た

い
。
」
と
コ
メ
ン
ト

が
あ
っ
た
。

　
次
回
の
開
催
時
に

も
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
大
雪
等
で
通
常
の
通
勤
が
困
難
と
な
り
、
業
務
に
支
障
が

出
る
恐
れ
が
あ
る
時
、
安
全
に
出
勤
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
高
速
道
路
や
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
時
に
、
利
用
料
金

の
補
助
が
で
る
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
際
は

事
前
に
店
長
（
所
属
長
）
の
許

可
を
受
け
る
こ
と
が
前
提
で
す

が
、
遠
方
か
ら
通
勤
さ
れ
て
い

る
方
は
大
雪
が
予
測
さ
れ
る
時
、

必
要
時
に
は
所
属
長
と
相
談
し
、

安
全
確
保
・
リ
ス
ク
低
減
が
確

保
さ
れ
た
、
安
全
な
通
勤
に
繋

げ
ま
し
ょ
う
。

年末年始の事故に注意！ ウ
オ
ロ
ク
労
働
組
合

　
安
全
衛
生
委
員
会
の
１
２
月
度
の
テ
ー
マ
は
「
年
末
繁
忙

期
の
事
故
防
止
」
で
す
。
お
も
な
要
点
は
、
お
客
様
の
店
内

事
故
や
従
業
員
の
労
災
事
故
防
止
対
策
の
検
討
と
実
施
、
ま

た
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
に 

対
す
る
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
、
そ

し
て
長
時
間
労
働
防
止
策
と
し
て
、
年
末
年
始
の
効
率
的
な

作
業
計
画 

の
立
案
・
確
認
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
場
は
特
に

転
倒
事
故
や
切
創
事
故
が
多
発
し
や
す
く
、
日
々
の
業
務
に

加
え
、
年
末
年
始
の
準
備
な
ど
忙
し
い
時
期
に
な
り
、 

労
働

災
害
が
増
加
す
る
時
期
で
あ
る
の
で
、
慌
た
だ
し
い
中
に
あ

っ
て
も
慎
重
な
仕
事
を
心
が
け
、
周
り
の
人
と
も
安
全
に
つ

い
て
声
を
掛
け
合
い
、
み
ん
な
が
安
全
に
働
け
る
よ
う
、
職

場
ぐ
る
み
で
安
全
な
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

 

　
職
場
内
だ
け
で
は
な
く
、
通
勤
・
仕
事
帰
り
の
帰
宅
時

の
安
全
も
重
要
で
す
。
降
雪
や
路
面
の
凍
結
に
よ
る
事
故
が

増
え
る
時
期
で
す
。
道
路
渋
滞
で
焦
り
、
事
故
に
繋
が
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
余
裕
を
持
っ
た
出
勤
で
も
っ
て
、
事
故

防
止
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。
徒
歩
で
通
勤
さ
れ
る
方
は
マ
ン
ホ

ー
ル
や
側
溝
で
の
滑
り
転
倒
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

冬
季
の
通
勤
に
注
意
！

繁
忙
月
も
安
全
に
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第
２
回
レ
デ
ィ
ー
ス
セ

ミ
ナ
ー
開
催
！

  

１
１
月
２
４
日
（
金
）
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

に
て
第
２
回
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
（
新
潟
会

場
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
第
１
回
（
長
岡
会
場
）
と
同
様
、
セ
ミ
ナ
ー
は

第
一
部
・
第
二
部
で
開
催
し
、
終
了
後
は
仲
間
と

の
交
流
を
目
的
に
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第

一
部
は
㈱
プ
ラ
イ
ム
サ
ポ
ー
ト
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
　
大
久
保
麻
梨
様
か
ら
ご
自
身

通
勤
困
難
時
に
は
？

 

　
昨
年
発
令
さ
れ
た
「
大
雪
等
の
通
勤
が
困
難
な
場
合
の
補

助
に
つ
い
て
」
と
い
う
制
度
の
活
用
も
、
事
故
発
生
の
リ
ス

ク
低
減
と
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
職
場
・
通
勤
時
の
災
害
や
事
故
防
止
で
困
っ
て
い
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん

　
職
場
・
通
勤
時
の
災
害
や
事
故
防
止
で
困
っ
て
い
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
あ
れ
ば
、
職
場
の
安
全
衛
生
委
員
会
に
支
部
長
を
通
じ
て
伝
え
て
も

か
？
あ
れ
ば
、
職
場
の
安
全
衛
生
委
員
会
に
支
部
長
を
通
じ
て
伝
え
て
も

ら
う
か
、
労
働
組
合
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

ら
う
か
、
労
働
組
合
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

活動報告



し
て
し
ま
っ
た
該
当
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
心
身
の
ケ
ア
は
必

要
で
、
協
力
し
取
り
組
み
た
い
、
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

四
．
繁
忙
期
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て

会
社
側
か
ら
は
、
お
盆
同
様
に
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
厳
守
し
て

い
く
。
生
鮮
デ
リ
カ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
供
給
は
昨
年
と
比
べ

て
増
加
す
る
が
、
本
社
応
援
も
大
幅
に
増
員
し
す
る
こ
と
で

繁
忙
期
に
対
応
し
て
い
く
。
と
説
明
が
あ
っ
た
。

五
．
労
働
環
境
実
態
調
査
か
ら
連
休
取
得
状
況
向
上
へ
の
改

　
　
善
提
案

　
現
状
の
応
援
の
方
法
の
中
で
は
、
必
要
な
時
に
充
足
で
き

る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
安
心
し
て
連
続
休

暇
・
育
休
な
ど
の
長
期
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
に
な
る

よ
う
、
具
体
的
に
は
応
援
や
フ
ォ

ロ
ー
を
専
門
と
し
た
組
織
構
築
な

ど
の
環
境
整
備
の
要
望
を
行
っ
た
。

　
会
社
側
か
ら
は
検
討
を
行
う
と

回
答
が
あ
っ
た
。

　
次
回
は
１
月
２
２
日
（
月
）

に
労
使
協
議
会
開
催
し
ま
す
。

第
２
回
　
労
使
協
議
会
開
催
！

　
１
１
月
２
７
日
（
月
）
第
二
回
労
使
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
執
行
部
２
３
名
（
う
ち
リ
モ
ー
ト
出
席
８
名
）
、
会
社
側
か

ら
は
高
橋
副
社
長
・
杉
田
人
事
部
部
長
・
斉
藤
人
事
部
次
長
３
名

の
出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
２
月
も
間
近
、
繁
忙
時
期
を
控
え
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
振

り
返
り
、
反
省
を
生
か
し
な
が
ら
、
働
く
環
境
向
上
や
事
故
防
止

と
健
康
維
持
を
優
先
に
、
し
っ
か
り
と
予
算
を
達
成
し
な
が
ら
生

産
性
の
高
い
業
績
を
上
げ
る
こ
と
を
労
使
で
確
認
・
共
有
を
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
協
力
の
も
と
お
こ
な
っ
た
労
働
環
境
実
態
調

査
を
分
析
・
活
用
し
て
の
要
望
（
人
出
不
足
・
急
な
欠
員
に
対
応

す
る
、
連
続
休
暇
・
有
給
休
暇
を
よ
り
取
得
し
易
く
す
る
、
育
児

や
介
護
休
暇
取
得
の
向
上
に
資
す
る
）
と
し
て
、
応
援
体
制
仕
組

み
の
構
築
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

協
議
事
項

一
．
２
０
２
３
年
１
０
月
度
の
業
績
お
よ
び
生
産
性
確
認

二
．
２
０
２
３
年
１
０
月
度
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
違
反
の
発
生

　
　
件
数
と
前
年
対
比
お
よ
び
原
因
を
確
認

三
．
２
０
２
３
年
１
０
月
度
の
長
時
間
労
働
の
対
象
者
と
前
年
対

　
　
比
、
お
よ
び
原
因
を
確
認

四
．
繁
忙
期
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
（
お
盆
の
振
り
返
り
を
踏
ま

　
　
え
、
上
越
店
好
調
の
状
況
を
踏
ま
え
、
生
鮮
デ
リ
カ
セ
ン
タ

　
　
ー
の
課
題
や
年
末
年
始
の
勤
務
計
画
を
踏
ま
え
て
）

五
．
労
働
環
境
実
態
調
査
（
正
社
員
）
よ
り
、
組
合
か
ら
の
改
善

　
　
要
望
・
提
案

協
議
内
容

一
．
業
績
及
び
生
産
性
確
認

　
業
績
に
つ
い
て
会
社
側
は
、
当
初
の
予
定
よ
り
も
大
変
よ
い
業

績
で
組
合
員
の
頑
張
り
に
感
謝
し
て
い
る
。
生
産
性
に
つ
い
て
も

向
上
し
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
効
率
的
な
Ｍ
Ｈ
の
使
い
方
を
労
使

共
に
模
索
し
て
い
き
た
い
。
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

　
こ
れ
に
対
し
て
組
合
側
は
、
『
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た

生
産
性
に
安
定
的
に
到
達
し
た
。
組
合
員
の
頑
張
り
と
、

会
社
方
針
の
集
結
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
な
る
生
産
性

向
上
は
、
会
社
を
成
長
さ
せ
て
、
賃
金
向
上
（
物
価
上
昇

を
上
回
る
）
の
た
め
に
重
要
で
、
労
使
共
通
の
物
差
し
と

し
て
、
生
産
性
目
標
達
成
は
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
会
社
コ
メ
ン
ト
に
あ
っ
た
「
客
数
が
微
減
し
、
客
単

価
、
一
品
単
価
増
で
数
値
向
上
し
て
い
る
、
９
月
頃
か

ら
、
買
い
控
え
な
の
か
、
消
費
動
向
に
少
し
変
化
を
感
じ

て
い
る
」
に
つ
い
て
は
客
数
減
が
課
題
で
あ
る
と
共
通
認

識
と
し
て
持
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
を
分

析
し
、
改
善
手
を
う
つ
必
要
が
あ
る
。
と
も
に
知
恵
を
出

し
、
さ
ら
に
業
績
向
上
の
為
、
と
も
に
頑
張
る
』
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

二
．
イ
ン
タ
ー
バ
ル
違
反
状
況

　
　
２
０
２
３
年
１
０
月
違
反
人
数
：
２
件
（
２
０
２
２

　
　
年
１
０
月
度
：
２
件
）

　
　
原
因
：
シ
フ
ト
ミ
ス
に
よ
る
違
反
１
件
と
店
舗
開
店

　
　
で
売
り
場
維
持
対
応
で
１
件

三
．
長
時
間
労
働
の
対
象
者
と
原
因

　
　
２
０
２
３
年
１
０
月
度
残
業
時
間
４
５
時
間
以
上
超

　
　
過
人
数
２
１
名
（
６
０
時
間
超
２
名
）
（
２
０
２
２

　
　
年
１
０
月
度
残
業
時
間
４
５
時
間
以
上
超
過
人
数
６

　
　
名
（
６
０
時
間
超
０
人
）
）

　
会
社
側
は
、
上
越
店
の
開
店
に
伴
う
残
業
時
間
の
増
加

と
、
生
鮮
デ
リ
カ
セ
ン
タ
ー
で
の
長
時
間
労
働
も
無
く
な

っ
て
い
な
い
。
応
援
や
採
用
に
よ
る
労
働
力
確
保
に
も
努

め
て
お
り
、
改
善
は
し
て
き
て
い
る
と
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
組
合
側
は
、
「
改
装
や
新
規
開
店
」
に

よ
る
発
生
も
改
善
し
て
い
る
と
認
識
で
き
る
が
、
検
証
を

し
て
今
後
に
活
か
す
、
そ
し
て
デ
リ
カ
セ
ン
タ
ー
の
課
題

と
と
も
に
、
応
援
体
制
の
構
築
も
会
社
の
取
組
み
も
進
ん

で
き
て
い
る
が
、
さ
ら
に
良
い
仕
組
み
の
構
築
と
、
発
生

 ≪

青
年
婦
人
部
よ
り
お
知
ら
せ≫

 

行
動
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
久
々
の
年
末
と
な
り
ま
す
。

各
支
部
で
忘
年
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
開
催
さ
れ
た
際
に
は
お
早
め
に
支
部
活
動
手
当
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

支
部
活
動
手
当
と
は
、
普
段
お
話
す
る
機
会
の
な
い
従
業
員

同
士
が
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
イ
キ
イ
キ
と
し
た
職
場
環
境

と
な
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
目
的
に
、
各
支
部
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

各
支
部
の
企
画
で
あ
れ
ば
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
組
合
員
一

人
あ
た
り
年
一
回
２
，
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し

各
支
部
で
年
４
回
の
上
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
部
門
ご
と

の
開
催
に
な
ら
な
い
様
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

活動報告つづき　労使協議の取組み


